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商
工
会
に
は
自
社
の
事
業
を
通
じ
て
地
域

に
貢
献
し
た
い
と
「
顔が

ん
晴ば

っ
て
い
る
」
会
員
さ

ん
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今
回
は
、
栃

木
市
都
賀
町
に
あ
る
㈲
青
木
工
務
店
さ
ん
の

青
木
国
宏
代
表
取
締
役
（
以
下
、
代
表
）
に
こ

れ
ま
で
の
歩
み
や
事
業
に
か
け
る
想
い
な
ど
を

お
伺
い
し
ま
し
た
。

◇
は
じ
め
に
事
業
の
概
要
を
お
伺
い
し
ま
す

　

地
域
に
密
着
し
た
工
務
店
と
し
て
、
父
の
国

次
が
昭
和
44(

１
９
６
９)

年
に
創
業
し
、
55
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
現
在
は
私
が
２
代
目
と
し

て
、
栃
木
市
内
を
中
心
に
新
築
注
文
住
宅
や

リ
フ
ォ
ー
ム
を
請
け
負
い
、
お
客
様
に
寄
り
添

い
な
が
ら
様
々
な
ご
要
望
に
お
応
え
し
て
い
ま

す
。

　

当
社
で
は
、
私
が
最
初
の
ご
相
談
か
ら
、
お

見
積
も
り
、
施
工
と
一
貫
し
て
担
当
し
ま
す
。

お
客
様
、
大
工
、
建
築
設
計
士
の
３
者
で
納

得
が
い
く
ま
で
話
し
合
い
「
あ
な
た
に
と
っ
て

ベ
ス
ト
な
解
決
方
法
」
を
一
緒
に
探
し
出
し
ま

し
ょ
う
。
家
の
こ
と
な
ら
ど
ん
な
こ
と
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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■
自
分
が
住
む
地
域
で
大
工
を
す
る
こ

と
、
地
域
や
人
の
た
め
に
働
く
こ
と

　

代
表
は
、
か
つ
て
は
商
工
会
の
青

年
部
長
を
務
め
、
現
在
は
商
工
会
の

理
事
、
市
消
防
団
の
本
部
分
団
長
、

さ
ら
に
は
保
護
司
を
務
め
て
い
る
。

中
で
も
保
護
司
の
30
代
で
の
就
任
は

異
例
の
若
さ
だ
。
ま
た
、
東
日
本
大

震
災
の
際
に
は
、
青
年
部
の
有
志
と

い
ち
早
く
岩
手
県
大
槌
町
に
駆
け
つ

け
、
支
援
活
動
を
実
施
、
今
で
も
交

流
が
続
い
て
い
る
と
い
う
。
今
年
の

能
登
半
島
地
震
で
も
発
生
後
４
日
目

に
は
被
災
地
に
入
り
、
支
援
物
資
を

届
け
て
い
る
。「
東
日
本
大
震
災
で
の

経
験
上
、
通
行
制
限
が
か
か
る
事
は

分
か
っ
て
い
た
。
そ
の
前
に
行
く
こ

と
が
重
要
な
ん
だ
」
と
。
ま
た
、「
人

の
為
に
動
く
こ
と
は
、
生
き
方
に
通

じ
る
と
思
う
」
と
、
強
面
の
雰
囲
気

か
ら
は
想
像
で
き
な
い
優
し
い
表
情

が
垣
間
見
え
る
。

■
師
匠
と
の
早
す
ぎ
る
別
れ
、
時
間

の
全
て
を
仕
事
に
集
中

　

代
表
は
工
業
高
校
を
卒
業
後
、
建

築
設
計
事
務
所
に
務
め
な
が
ら
工
務

店
経
営
に
必
要
な
資
格
取
得
に
励
ん

だ
。
自
社
に
戻
り
、
初
代
棟
梁
で
あ

る
父
の
元
で
経
験
を
重
ね
て
い
た
34

歳
の
時
、
父
が
亡
く
な
る
。
全
て
の

仕
事
を
１
人
で
回
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、大
変
な
苦
労
を
し
た
と
い
う
。「
大

も
。
そ
し
て
「
環
境
が
人
を
つ
く
る
ん

だ
よ
、
そ
れ
は
保
護
司
を
し
て
強
く

そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」
と
話
す
。

■
遊
び
心
を
持
っ
て
本
気
で
取
り
組
む

　

代
表
は
今
か
ら
16
年
前
、
商
工
会

青
年
部
長
時
代
に
、
自
社
の
方
向
性

を
１
枚
の
シ
ー
ト
に
ま
と
め
る
と
い

う
商
工
会
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

い
る
。「
あ
の
時
に
考
え
た
こ
と
、
気

づ
い
た
こ
と
を
具
現
化
し
た
の
さ
」

と
紹
介
さ
れ
た
ス
ペ
ー
ス
は
、
一
見
、

洒
落
た
レ
ス
ト
ラ
ン
の
様
相
で
、（
写

真
①
）
さ
ら
に
、
２
階
に
は
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

（
写
真
②
）

　

こ
の
よ
う
な
空
間
で
打
合
せ
を
す

れ
ば
、
気
軽
に
、
そ
し
て
本
音
で
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
を
引
き
出
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
、
と
考
え
た
。
そ
し
て

”家
づ
く
り
の
夢
は
実
現
で
き
る
“
と

い
う
こ
と
を
実
際
に
目
に
し
て
も
ら

い
な
が
ら
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
す
る
こ

と
で
、
青
木
工
務
店
の
提
案
力
や
技

術
力
も
す
ぐ
に
納
得
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
、
と
の
想
い
か

ら
だ
。「
人
生
と
建
物
に
は
”遊
び
“の

要
素
が
必
要
な
ん
だ
よ
」
と
代
表
の

笑
顔
が
こ
ぼ
れ
た
。

■
地
域
と
仲
間
と
と
も
に
、
お
客
様

の
た
め
に

　

こ
れ
か
ら
も
都
賀
町
に
根
付
い
た

工
務
店
で
あ
り
た
い
と
い
う
。
家
１

棟
を
建
て
る
の
に
少
な
く
と
も
12
～

13
の
業
者
が
関
わ
る
。
信
用
で
き
る

職
人
仲
間
と
と
も
に
、
地
域
の
需
要

と
経
済
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
、
よ

り
重
要
さ
を
増
す
と
話
す
。
大
工
が

不
足
し
て
い
る
深
刻
な
業
界
事
情
を

県
外
で
修
業
し
て
い
る
長
男
か
ら
も

聞
い
て
い
る
。
地
域
の
た
め
に
、
そ

し
て
棟
梁
を
継
ぐ
意
志
を
示
し
て
く

れ
て
い
る
長
男
の
た
め
に
も
、
も
う

ひ
と
顔が
ん
晴ば

り
だ
。

施工した住宅は県産材木造住宅コンクール
で奨励賞を受賞した

変
だ
と
は
言
わ
な
か
っ
た
。
お
客
様

が
い
た
か
ら
仕
事
に
集
中
し
た
。
で

も
あ
の
時
は
本
当
に
時
間
が
な
か
っ

た
」
と
当
時
を
顧
み
る
。「
人
生
は
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
一
緒
だ
よ
。
日
々

の
苦
労
が
自
分
の
力
に
な
る
」
と
、

鍛
え
上
げ
ら
れ
た
体
に
は
、
自
分
へ

の
厳
し
さ
と
強
さ
が
宿
っ
て
い
る
。

■
父
と
し
て
、
大
工
と
し
て

　

大
工
の
仕
事
と
は
例
え
る
な
ら
、

困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
手
を
差
し
伸

べ
る
、
お
客
様
の
不
安
を
取
り
除
く

こ
と
だ
と
話
す
。
ま
た
、
子
育
て
と

相
通
じ
る
と
も
。
代
表
は
３
男
１
女

の
父
で
あ
り
、
ご
子
息
、
ご
息
女
は

そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
夢
に
向

か
い
奮
闘
し
て
い
る
。「
夢
や
目
標
に

向
か
え
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
、
背

中
を
押
す
こ
と
が
親
の
役
目
」
と
の

想
い
か
ら
、
お
客
様
の
生
活
に
と
っ

て
よ
り
よ
い
環
境
づ
く
り
を
提
案
、

創
造
す
る
こ
と
が
大
工
の
仕
事
だ
と

事務所兼打合せルーム。隣室はお気に入りの
車を見渡せるガレージになっている。（写真①）

棟上げに立ち会った業者らも想像できなかった
本格的なトレーニングルーム。（写真②）

主な
メリット
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伴走支援の
現場から

■
創
業
の
き
っ
か
け

　

店
主
の
奥
野
さ
ん
は
園
芸
科
を

卒
業
後
、
東
京
や
実
家
の
フ
ラ
ワ
ー

シ
ョ
ッ
プ
に
勤
め
た
。
長
年
勤
務
す

る
う
ち
に
「
植
物
の
癒
し
を
感
じ
ら

れ
る
生
活
ス
タ
イ
ル
を
お
客
様
に
ご

提
案
し
た
い
」
と
い
う
想
い
が
強
く

な
り
、
お
店
を
持
つ
こ
と
を
決
意
し

た
。
店
舗
で
は
、
生
花
、
観
葉
植
物

を
は
じ
め
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
、
海

外
ブ
ラ
ン
ド
の
一
点
物
の
花
瓶
な
ど
を

販
売
し
て
い
る
。

■
商
工
会
と
の
出
会
い

　

創
業
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
経
営
に

関
す
る
知
識
や
情
報
を
得
よ
う
と
独

学
で
勉
強
を
始
め
た
。
初
め
て
な
こ

と
も
あ
り
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
と
感

じ
た
と
き
、
ふ
と
「
商
工
会
」
と
い

う
言
葉
が
頭
に
浮
か
ん
だ
。
今
ま
で

接
点
が
な
か
っ
た
の
で
少
し
緊
張
し

な
が
ら
電
話
を
か
け
た
と
こ
ろ
、「『
創

業
支
援
塾
』
の
受
講
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
参
加
さ
れ
て
は
い
か

が
で
す
か
」
と
提
案
が
あ
り
、
参
加

し
た
の
が
始
ま
り
だ
っ
た
。

■
創
業
支
援
塾
の
学
び
を
活
か
し
て

　

創
業
支
援
塾
で
は
全
10
回
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
通
し
て
、
経
営
に
関
す

る
基
礎
知
識
を
学
ん
だ
。
ま
た
、
創

業
支
援
塾
の
講
師
で
あ
っ
た
起
業
し

た
先
輩
か
ら
「
店
舗
探
し
は
地
元
の

不
動
産
屋
さ
ん
に
行
っ
た
方
が
良
い
。

ネ
ッ
ト
に
は
な
い
情
報
も
把
握
し
て

い
る
か
ら
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を

実
践
し
て
、
地
元
の
不
動
産
屋
さ
ん

を
訪
ね
た
こ
と
が
縁
と
な
り
、
人
気

物
件
だ
っ
た
現
在
の
店
舗
を
借
り
る

こ
と
が
で
き
た
。

■
商
工
会
に
よ
る
支
援

　

商
工
会
の
桑
原
主
任
は
、
創
業
融

資
の
説
明
や
、
課
題
に
応
じ
た
専
門

家
派
遣
な
ど
を
行
っ
た
。
奥
野
さ
ん

は
、「
相
談
す
る
前
は
、
自
分
で
集
め

た
情
報
の
真
偽
が
分
か
ら
ず
に
困
っ

て
い
ま
し
た
。
商
工
会
は
、
プ
ロ
の

視
点
で
教
え
て
く
れ
る
の
で
信
頼
で

き
ま
し
た
。
一
人
で
悩
む
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
桑
原
さ
ん
が
一
緒
に

考
え
て
く
れ
た
こ
と
で
、
光
が
指
し

た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。」

と
当
時
を
振
り
返
る
。

　

さ
ら
に
、
持
続
化
補
助
金
の
申
請

支
援
も
行
い
、
無
事
採
択
さ
れ
た
こ

と
で
よ
り
快
適
に
過
ご
せ
る
お
店
に

店
名
の
ポ
ポ
ラ
ス
と
は
ユ
ー
カ
リ
の

一
種
。

商工会の桑原主任（左）と店主の奥野宏実さん（右）

ポ
ポ
ラ
ス
植
物
店

住
　
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ

那
須
塩
原
市
上
厚
崎
４
８
８
–
１
　

　
　
サ
ン
ハ
イ
ツ
ス
ズ
キ
１
０
１

０
２
８
７
（
７
９
）
９
０
９
６

さ
く
ら
市
葛
城
２
３
５
–
２

０
２
８
（
６
８
６
）
４
１
０
７

那須塩原市

　

那
須
塩
原
市
商
工
会
は
毎
年
、｢

創
業
支
援
塾｣

（
創
業
セ
ミ
ナ
ー
）
を

開
催
し
、
創
業
後
も
随
時
、
経
営
相
談
に
応
じ
る
な
ど
、
き
め
細
や
か
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
は
創
業
支
援
塾
を
き
っ
か
け
に
商
工
会
員
と

な
っ
た｢

ポ
ポ
ラ
ス
植
物
店｣

さ
ん
と
桑
原
主
任
の
支
援
事
例
を
紹
介
す
る
。

改
善
で
き
た
。
お
客
様
の
滞
在
時
間

も
長
く
な
り
、
売
上
げ
の
向
上
が
図

れ
た
と
い
う
。
決
算
指
導
で
は
、
帳

簿
を
見
な
が
ら
分
析
を
行
い
、｢

売
上

の
向
上
だ
け
で
な
く
、
利
益
を
上
げ

る
に
は
ど
う
す
る
か｣

と
い
う
課
題

に
対
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
。

■
商
工
会
と
共
に
新
た
な
試
み
へ

　

奥
野
さ
ん
は
「
毎
週
、
違
う
お
花

を
仕
入
れ
て
お
り
、
楽
し
み
に
来
て

く
れ
る
お
客
様
が
い
ま
す
。『
お
客
様

が
楽
し
め
る
、
い
つ
も
ど
お
り
の
お

店
』
を
軸
に
し
つ
つ
、
新
た
な
試
み

と
し
て
お
花
に
関
す
る
教
室
の
開
講

を
考
え
て
い
ま
す
」
と
明
か
し
て
く

れ
た
。
現
在
も
教
室
の
内
容
を
桑
原

主
任
に
相
談
し
て
い
る
最
中
だ
。

　

新
た
な
目
標
の
実
現
へ
向
け
て
、

今
後
も
商
工
会
は
伴
走
型
で
支
援
を

続
け
て
い
く
。

雑貨の人気も高く、特に花瓶は県外からもお客様が
来店する
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５
月
27
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
に
お
い
て
、
商
工
連
の
第
63
回
通
常
総
会
が
、
福
田
富
一

知
事
、
日
向
野
義
幸
県
議
会
議
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
来
賓
を
迎
え
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
第
９
代
会
長
に
那
須
町
の
薄
井
正
明
会
長
（
商
工
連
副
会
長
、

那
須
町
商
工
会
長
）
が
選
出
さ
れ
た
。

　

冒
頭
、
商
工
連
の
福
田
徳
一
会

長
は
、｢

商
工
連
は
今
後
も
県
内

33
商
工
会
と
共
に
、
組
織
強
化
と

人
材
育
成
に
努
め
、
商
工
会
力
の

再
構
築
を
図
り
、
企
業
支
援
の
強

化
・
充
実
を
目
指
す｣
と
挨
拶
し

た
。

　

総
会
で
は
、
議
長
に
商
工
連
の

三
室
一
男
理
事
（
都
賀
町
）
を
選

出
し
、
令
和
５
年
度
事
業
報
告
及

び
収
支
決
算
な
ど
６
議
案
を
慎
重

審
議
し
た
結
果
、
す
べ
て
原
案
ど

お
り
可
決
決
定
さ
れ
た
。

■
令
和
５
年
度
の
事
業
総
括

　

以
下
の
５
つ
の
重
点
項
目
に
積

極
的
に
取
組
ん
だ
。

一
．
商
工
会
組
織
の
支
援
体
制
及

び
組
織
力
強
化

二
．
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の

伴
走
型
支
援
の
強
化

三
．
商
工
会
の
組
織
力
と
支
援
力

を
活
か
し
た
販
路
開
拓
支
援
の
推

進四
．
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
と

事
業
再
建
支
援

五
．
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
者

の
経
営
環
境
の
整
備

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
で
は
、
第
９
代
会
長
に
商

工
連
の
副
会
長
で
あ
る
薄
井

正
明
会
長
（
那
須
町
）
を
選

任
し
た
。
副
会
長
は
佐
藤
金

司
会
長
（
高
根
沢
町
）
、
大

森
順
一
会
長
（
小
山
市
お
も

い
が
わ
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任

さ
れ
る
な
ど
計
14
名
が
選
出

さ
れ
た
。
（
下
記
に
紹
介
）

新
役
員
の
任
期
は
、
令
和
９

年
５
月
30
日
ま
で
の
３
年
間

と
な
る
。

商
工
連
第
63
回
通
常
総
会

新
会
長
に
薄
井
正
明
氏（
那
須
町
）
を
選
任

▲薄井正明新会長（那須町）

挨拶をする薄井正明新会長（中央）、佐藤金司副会長（高根
沢町）、大森順一副会長（小山市おもいがわ）

理事（新）

越沼　哲士
（湯津上）

監事（新）

伊藤　邦夫
（藤岡町）

理事（新）

郡司　岳尊
（塩谷町）

監事（新）

東泉　清壽
（矢板市）

理事（新）

井戸　道廣
（粟　野）

理事（新）

山田　祐子
（県女性連）

専務理事（再）

青木　剛
（商工連）

理事（再）

小林　信作
（県青連）

副会長（新）

大森　順一
（小山市おもいがわ）

理事（再）

三室　一男
（都賀町）

副会長（新）

佐藤　金司
（高根沢町）

会長（新）

薄井　正明
（那須町）

理事（新）

長　光博
（下野市）

理事（新）

手嶋　崇夫
（茂木町）

議長を務める商工連の三室一男
理事（都賀町）
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塩谷町 岩舟町 大平町

野木町

寺内　浩
てらうち ひろし

テ
ラ
ウ
チ
産
業
㈱ 

　（
製
造
業
）　 

平
成
27
年
か
ら
理
事
、

平
成
30
年
か
ら
副
会
長

早瀬　一男
はやせ かずお

㈲
ハ
ヤ
セ

　（
建
設
業
） 

平
成
15
年
か
ら
理
事
、

平
成
30
年
か
ら
副
会
長

髙橋　栄一
たかはし えいいち

㈲
総
合
食
品
タ
カ
ハ
シ

　（
食
品
卸
売
業
）

平
成
６
年
か
ら
河
内
商
工
会

理
事
、平
成
15
年
か
ら
河
内

商
工
会
副
会
長
、平
成
23
年

か
ら
う
つ
の
み
や
市
商
工
会

理
事

郡司　岳尊
ぐんじ たけちか

郡
司
工
業
㈱ 

　（
製
造
業
）

平
成
９
年
か
ら
理
事
、

平
成
15
年
か
ら
副
会
長

小倉　久緒
おぐら ひさお

や
ま
こ
産
業
㈱ 

　（
油
脂
製
品
製
造
業
） 

平
成
21
年
か
ら
理
事
、

平
成
27
年
か
ら
副
会
長

藤崎　英治
ふじさき えいじ

㈱
藤
製
作
所 

　（
金
属
加
工
業
） 

平
成
18
年
か
ら
理
事
、

平
成
24
年
か
ら
副
会
長

中村　恵之
なかむら

 

㈱
ア
ヤ
ラ
産
業
　 

　（
製
造
業
）　 

 

平
成
20
年
か
ら
理
事
、

令
和
３
年
か
ら
副
会
長

塚本　正道
つかもと

㈱
塚
本
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

　（
高
齢
者
福
祉
業
） 

平
成
27
年
か
ら
理
事

池田　章二
いけだよしのぶ まさみち しょうじ

池
田
産
業
㈲ 

　（
建
設
資
材
卸
売
業
）

平
成
30
年
か
ら
理
事

大倉 太喜生
おおくら た き お

五
番
街
　
那
須
野
が
原

テ
ラ
ス

（同） 

　

　（
理
・
美
容
業
） 

平
成
27
年
か
ら
理
事
、

平
成
30
年
か
ら
副
会
長

人見　和夫
ひとみ

㈱
愛
・
ジ
ャ
パ
ン
　 

　（
損
害
保
険
業
） 

平
成
27
年
か
ら
理
事
、

平
成
30
年
か
ら
副
会
長

郡司　昌尚
ぐんじかずお まさなお

㈱
エ
ー
エ
ム
企
画 

　（
新
聞
小
売
業
） 

平
成
30
年
か
ら
副
会
長

にのみや うつのみや市

西那須野 那須塩原市 黒　羽

那須烏山 喜連川 氏　家

　
５
月
16
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
、
県
内
33
商
工
会
で
は
通
常
総（
代
）

会
が
開
催
さ
れ
、
新
た
に
12
人
の
新
会
長
が
誕
生
し
た
。

役員
改選

23商工会で役員改選
12商工会で新会長が誕生

　

福
田
前
会
長
は
平
成
27
年
10
月
か
ら
第
８
代
商

工
連
会
長
と
し
て
、
８
年
８
か
月
の
永
き
に
わ
た

り
重
責
を
務
め
ら
れ
た
。
任
期
中
に
は
、
県
・
振

興
条
例
の
成
立
、
支
援
室
の
新
設
、
全
国
に
先
駆

け
た｢

発
達
計
画｣

の
県
内
全
商
工
会
大
臣
認
定
等

を
主
導
し
た
。
令
和
元
年
は
台
風
被
害
、
そ
の
後

は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
経
営
環
境
の
な
か
、

県
内
の
商
工
会
の
成
長
と
会
員
企
業
の
発
展
の
た

め
に
尽
力
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
商
工
連
連
絡
協
議
会

の
会
長
、
全
国
連
の
理
事
や
栃
木
県
火
災
共
済
協

同
組
合
の
理
事
長
に
も
就
任
し
、
商
工
会
組
織
の

発
展
の
た
め
に
県
を
超
え
て
活
躍
さ
れ
た
。

福田前会長の功績に感謝福田前会長の功績に感謝

薄井会長が知事と県議会議長に就任挨拶

商工連理事会の開会前、薄井会長から感謝状が贈呈された

薄井会長と福田富一知事

日向野義幸県議会議長と薄井会長

　

６
月
７
日
、
薄
井
会
長
は
県
庁
を
訪
問
。
福
田
富
一
知
事
と
日
向
野
義
幸

県
議
会
議
長
に
就
任
の
挨
拶
を
行
っ
た
。
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■
お
店
の
概
要
に
つ
い
て

　

今
年
で
創
業
94
年
目
を
迎
え
る

「
手
打
ち
そ
ば
小
川
屋
」
は
、
三

代
目
の
小
川
新
一
さ
ん
と
、
息
子

で
あ
り
四
代
目
の
諒
さ
ん
が
伝
統

の
味
を
守
り
続
け
て
い
る
。
良
質

な
そ
ば
粉
を
独
自
に
ブ
レ
ン
ド
し

た
細
麺
の
そ
ば
は
味
わ
い
深
く
、

常
連
客
か
ら
は｢

や
っ
ぱ
り
こ
こ

が
一
番
だ
よ｣

と
嬉
し
い
言
葉
を

か
け
て
頂
い
て
い
る
。

■
補
助
金
活
用
の
き
っ
か
け

　

２
年
前
に
店
舗
裏
の
敷
地
に
駐

車
場
を
整
備
し
た
が
、
お
客
様
が

気
づ
か
ず
に
通
り
過
ぎ
て
し
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
悩
み
の
種
だ
っ
た
。

手
作
り
の
小
さ
な
案
内
板
を
設
置

し
て
み
た
も
の
の
状
況
は
改
善
せ

ず
、
商
工
会
に
相
談
し
て
み
る
こ

と
に
し
た
。
対
応
し
た
石
崎
主
任

は
本
補
助
金
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
る
看
板

の
作
成
を
提
案
し
た
。

■
補
助
事
業
の
内
容

　

店
舗
は
交
差
点
の
角
に
位
置
し

て
い
る
た
め
、
店
舗
前
と
、
南
北
、

東
西
の
両
方
向
か
ら
見
や
す
い
位

置
の
計
３
か
所
に
看
板
が
必
要
と

考
え
た
。し
か
し
、図
案
の
イ
メ
ー

ジ
が
ま
と
ま
ら
ず
、
再
び
、
石
崎

主
任
に
相
談
し
た
。
石
崎
主
任
は

｢

走
行
中
の
車
か
ら
見
る
こ
と
を

想
像
し
、伝
え
た
い
こ
と
は
何
か
、

分
か
り
や
す
い
も
の
を
作
成
し
ま

し
ょ
う｣

と
ア
ド
バ
イ
ス
。
家
族

で
話
し
合
い
を
重
ね
、
料
理
の
写

真
は
自
分
達
で
撮
影
し
た
も
の
か

ら
厳
選
し
、
特
に
お
勧
め
し
た
い

３
種
類
の
メ
ニ
ュ
ー
に
一
言
を
添

え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
看
板
に
大
き

く
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。

■
補
助
金
を
活
用
し
た
効
果

　

信
号
待
ち
な
ど
の
際
に
、
看
板

を
見
て
来
店
す
る
新
規
の
お
客
様

小規模事業者持続化補助金レポート小規模事業者持続化補助金レポート小規模事業者と商工会が
一体となった取組み

３か所の看板にはそれぞれ美味しそうな料理を掲載。
キャッチーな一言も印象的。

住
　
所
　
小
山
市
乙
女
２
―
２
５
―
１
６

電
　
話
　
０
２
８
５-

４
５-

０
０
７
７

小山市おもいがわ

手
打
そ
ば

　小 

川 

屋

が
明
ら
か
に
増
加
し
た
。
注
文
の

際
に｢

看
板
と
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
を

頼
み
た
い
か
ら
、
も
う
一
度
見
て

く
る
よ｣

と
い
う
お
客
様
が
い
た

こ
と
が
印
象
的
だ
っ
た
と
い
う
。

常
連
客
か
ら
も｢

駐
車
場
の
場
所

が
分
か
り
や
す
く
な
っ
て
良
か
っ

た｣

と
好
評
で
、
課
題
を
解
決
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

■
補
助
金
を
活
用
し
て
い
か
が
で

し
た
か

　

新
一
さ
ん
は｢

活
用
で
き
た
の

は
石
崎
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
看

板
作
成
に
大
き
な
費
用
を
か
け
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
と
て

も
助
か
り
ま
し
た｣

と
話
す
。

　

石
崎
主
任
は｢

問
い
か
け
る
よ

う
な
か
た
ち
で
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
忙
し
い
中
で
も

熟
考
し
て
く
だ
さ
り
、
翌
日
に
は

回
答
を
出
し
て
く
れ
る
な
ど
、
熱

心
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
っ
た
こ

と
が
成
果
に
繋
が
っ
た
と
思
い
ま

す
。
採
択
発
表
の
時
は
私
も
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す｣

と
明
か
し

た
。

■
今
後
の
展
望

　

新
一
さ
ん
と
奥
様
の
茂
子
さ
ん

は
、｢

常
連
さ
ん
を
は
じ
め
、
県

外
か
ら
も
家
族
連
れ
の
お
客
様
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
長
年
通
っ

て
く
だ
さ
る
こ
と
で
お
子
様
の
成

長
等
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
、
商

い
を
す
る
者
と
し
て
喜
び
を
感
じ

ま
す
。
今
後
は
、
四
代
目
の
意
思

を
尊
重
し
な
が
ら
”
美
味
し
い
そ

ば
や
定
食
が
あ
っ
て
、
家
族
み
ん

な
が
楽
し
め
る
“
そ
ん
な
お
店
で

有
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す｣

と

に
こ
や
か
に
語
っ
て
く
れ
た
。

趣がある佇まいの外観

左から商工会の石崎主任、店主の新一さん、
奥様の茂子さん

　令和５年 11月から、福祉共済の｢けが｣の補償・
シニア傷害プランにも｢熱中症特約｣が自動付帯に
なりました。
　今夏も猛暑が予想され、熱中症の発症リスクも
高まります。お申込み、お問い合わせはご加入の
商工会にご相談ください。

商工会の福祉共済
熱中症の補償が拡大しました
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県青連第57回通常総会

挨拶をする小林県青連会長

　

総
会
で
は
、
議
長
に
大
島
小
織

部
長
（
那
須
塩
原
市
）
を
選
出
し
、

令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
や
、
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
な
ど

４
議
案
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
全
て

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任

で
は
、
山
田
祐
子
部
長
（
う
つ
の

み
や
市
）
が
新
会
長
に
選
任
さ
れ

た
ほ
か
、
副
会
長
に
大
関
啓
子
部

長
（
石
橋
）、青
木
彩
季
部
長
（
西

方
）、藤
田
峰
子
部
長（
那
珂
川
町
）

が
選
任
さ
れ
、
新
た
な
執
行
部
体

制
が
誕
生
し
た
。

議
長
に
佐
治
貴
大
部
長（
塩
谷
町
）

を
選
出
し
、
令
和
６
年
度
事
業
計

画
や
役
員
の
補
充
選
任
な
ど
４
議

案
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
全
て
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。今
年
度
も
、

経
営
者
と
し
て
の
自
立
と
自
律
を

目
指
し
、
各
種
事
業
を
実
施
し
て

い
く
。

　

役
員
の
補
充
選
任
で
は
、
理

事
に
鈴
木
晴
久
部
長
（
塩
谷
町
）、

監
事
に
田
所
正
部
長
（
小
山
市
お

も
い
が
わ
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ

れ
た
。

　

５
月
10
日
、
県
女
性
連

は
第
59
回
通
常
総
会
を
ホ
テ

ル
東
日
本
宇
都
宮
で
開
催
し

た
。

　

県
青
連
は
５
月
９
日
、
第

57
回
通
常
総
会
を
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
で
開
催
し
た
。

県
女
性
連
第
59
回
通
常
総
会

新会長に山田祐子氏（うつのみや市）

挨拶をする山田祐子会長（右端）と
副会長３名

　

７
月
９
日
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商

工
会
女
性
部
交
流
研
修
会
in
と
ち

ぎ
が
宇
都
宮
市
文
化
会
館
で
開
催

さ
れ
、
１
都
10
県
か
ら
女
性
部
員

約
１
＇
０
０
０
名
が
参
加
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
三
味
線
奏

者
の
棚た
な
瀨せ

敬
太
氏
（
那
須
塩
原
市

出
身
）
が
、
迫
力
あ
る
演
奏
を
披

露
し
た
。
開
会
後
の
主
張
発
表
大

会
で
は
、
各
都
県
代
表
の
11
名
が

出
場
。
本
県
か
ら
は
菅か

ん
野の

安
子
部

長
（
高
根
沢
町
）
が｢

女
性
部
活

動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
～

商
工
会
女
性
部
が
目
指
す
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
～｣

と
題
し
て
発

表
を
行
っ
た
。
参
加
者
た
ち
は
各

都
県
の
発
表
を
聞
き
な
が
ら
メ
モ

を
取
っ
た
り
す
る
な
ど
、
熱
心
な

様
子
だ
っ
た
。

　

続
く
基
調
講
演
で
は
、
再
来
年

放
送
予
定
の
大
河
ド
ラ
マ｢

豊
臣

兄
弟
！｣

の
脚
本
を
手
掛
け
る

八や

つ津
弘
幸
氏
（
栃
木
市
出
身
）
が

｢

脚
本
家
流
・
人
を
惹
き
つ
け
る

あ
の
手
こ
の
手
～
商
売
に
活
か
す

ヒ
ン
ト
～｣

と
題
し
て
講
演
を

行
っ
た
。
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た

ト
ー
ク
に
よ
り
、
会
場
は
大
い
に

沸
き
立
っ
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、
県
内
会
員

事
業
者
に
よ
る
物
産
展
の
開
催
や

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
の
商
品
販
売

を
行
い
、
県
外
の
女
性
部
員
に
も

大
変
好
評
で
実
り
の
多
い
大
会
と

な
っ
た
。

1 都 10県の女性部員が集結福田富一知事により来賓挨拶を頂く

開会挨拶をする山田祐子県女
性連会長

県内各ブロックから名産を集めて物産展を同時開催した 「つかみが大切」と金色の衣装を用意し、
講演をして頂いた八津弘幸氏（写真右）

本県を代表して主張発表を行った
菅野安子部長（高根沢町）

関東ブロック商工会女性部交流研修会を栃木県で開催



商 工 連 と ち ぎ

発
行
所
／
栃
木
県
商
工
会
連
合
会　
　

☎
０
２
８
（
６
３
７
）
３
７
３
１　
　
　
　
　
　

印
刷
／
株
式
会
社
松
井
ピ
・
テ
・
オ
・
印
刷

当
商
工
会
で
は
、
Ｄ
Ｘ
変
革
に

対
応
し
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
企
業

情
報
発
信
・
需
要
開
拓
等
の
支
援

に
注
力
し
て
い
ま
す
。｢

コ
コ
ニ

ア
ル
ミ
リ
ョ
ク
、
ツ
ガ｣

を
テ
ー

マ
と
し
た
、｢

コ
コ
ツ
ガ｣

と
い

う
Ｈ
Ｐ
を
運
営
し
て
お
り
、
商
工

会
の
情
報
は
も
ち
ろ
ん
、
都
賀
町

の
企
業
紹
介
な
ど
様
々
な
情
報
を

発
信
し
て
い
ま
す
。
当
商
工
会
独

自
の
取
り
組
み
と
し
て
、
コ
コ
ツ

ガ
で
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
よ
る
動

画
配
信
も
し
て
お
り
、
リ
ポ
ー

タ
ー
が
町
や
企
業
等
の
魅
力
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
市

や
多
く
の
店
舗
に
ご
協
力
を
頂
い

て
、
販
促
支
援
イ
ベ
ン
ト｢

ド
ッ

カ
～
ン
と
１
０
０
万
円
！｣

の
開

▲左から、
前列：三室会長、早川主事補、相川主任
後列：北原局長、徳安臨時職員、森主任、秋澤主任
※等身大パネル紹介
　｢ココツガ｣ユーリャレポーター

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
会
員
事
業
所
の
強
み

と
発
想
力
、
想
像
力
を
刺
激
し
、

も
っ
て
企
業
の
繁
栄
・
発
展
に
向

け
て
の
支
援
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　
商
工
会
か
ら
こ
ん
に
ち
は

　  

▼
都
賀
町
商
工
会
▲

商工会では新規会員を
募集しています

是非、
お仲間をご紹介ください。

詳しくは、最寄りの商工会まで
ご連絡ください。

充実したサポート体制

導入検討や申込みにつきましては、ご加入の商工会にお問い合わせください

商工会の記帳システム｢ＭＡ１商工会エディション｣
クラウド会計ならではの新しい機能も多数追加！

｢MA1 商工会エディション｣には、こんな特徴があります

商工会をもっと身近に！
各地の商工会をご紹介します

「ココツガ」
QRコード


